
　ベイルート市内で、3月と4月に4回以上移動しました。最
後には母方の7家族（23人）が60㎡のフラットで身を寄せ
合いました。23人のうち、大人は女性12人男性6人、2歳児
が2人、5-6歳児が3人でした。このうち8人が職を失ってし
まいました。
　いとこや叔父さんとはいえ、男性がいるため女性はヒジャ
ブ（髪を隠すスカーフ）を外せず、3月はまだ寒かったから
よかったものの、暖かくなった4月は大変でした。人数分の
毛布はないし、寝る場所もない、空爆の音が聞こえるたび
に子どもや女性は泣き叫んでいました。一日中ドローンと軍
用機がうるさいのです。今朝も午前1時すぎ、軍用機がとて
も近くに来て恐怖を覚えました。家族も近所も皆起きてき
て、皆で逃げる準備をしました。ドローンは24時間聞こえま
す。朝4時とかもうるさくて、常に見張られている感じです。
　親せきの中に精神安定剤を飲まないとならなくなった女
性がいて「死にたくない、私はヒズボッラーと関係がない」
と泣き叫んでいて、ケアが大変でした（Nさんも親せきも宗
教的にはイスラム教スンニ派）。私自身も同僚のお父さん
が病気で亡くなり、お葬式に行こうとしたら、「正気か、外
に出て死ぬ気か」と引き留められて大変でした。ともかく親
戚の家ではプライバシーもなかったので、ストレスが溜まり
ました。
　退避の際、赤ん坊や子どもを抱えて「死にたくない」「ど
こへ行けばいいの」と涙を流して叫ぶ母親が多く、また避
難者が波のように移動していました。その中には、飲食店
やレバノン人家庭のメイドとして、バングラデシュやエチオ
ピアから出稼ぎに来た人たちがいました。パニックになって、
どこへ行けばいいか分からず、涙を流して叫んでいるのを
見たのは、本当につらかったです。大使館が助けてくれたか
は分かりませんが、親戚もいないし、土地勘もないでしょう
から、どうしたでしょうね。
　難民になるというのがどういうことか……絶対忘れられ
ないです。またパニックになっている母親の姿をみるのがと
てもつらかったです。母は1970年代のレバノン内戦時に生
まれて、父親を失くしています。その体験がよみがえったよ
うです。私自身は、父が遺してくれた家を失うかもしれない
ということを最も恐れました。家がなくなったらどこへいけ
ばいいのか、小さいフラットを借りるにも1月に1,000ドルも
しますが、そんなお金はありませんから。
　ラマダーン（断食月）中は、ガスをつけっぱなしで逃げた
家庭があって火事も起こっていました。夜明け前の食事の
準備をしていたのに、なにも持たず、着の身着のまま、食事
の支度の途中で逃げたんです。私自身もいつでも逃げられ
るように、書類や洋服をぜんぶリュックにつめてあります。

　同じベイルートの中でも、繁華街の一部地域のフラット
は信じられないような高値になっていますが満杯で、路上
で寝ている人などは見あたらないし、水たばこを吸って寛
いでいる人も見かけます。ベイルートの一部はあいかわらず
「ノーマル」なのです。レバノン北部もドローンなどは飛ん
でおらず、静かなままです。レバノンは17の宗教グループが
あって、社会が宗教グループごとに分かれていました。今回
そうした時代に戻るのではないかという不安があります。
　ベイルート市内でも、シーア派とキリスト教徒、シーア派
とスンニ派で軋轢が起きています。死者は出ていないよう
ですが、駐車場の取り合いや個人的な衝突で銃による負
傷者がでているのです。すぐ逃げられるように車をどこに
停めるかは、大問題だからなのです。一週間に1、2回そう
いう小競り合いのニュースを聞きますが、レバノン軍が止め
に入っていて、まだ大規模衝突まではいっていません。でも、
1982年のレバノン戦争(イスラエル軍がPLO壊滅を名目に
レバノンに侵攻した戦争)をいやでも思い出します。82年の
あと、レバノン内戦は熾烈なものになり、多くの命が失われ、
中東のパリと言われたレバノンは、がれきとなったのです。
30年以上経ち、ようやく内戦の傷に、かさぶたができよう
としていたのに、人々に悪夢が甦ったように思います。

「今回の戦争で、シリアで内戦を経験しレバノンに逃げて
きたことがフラッシュバックしました。今回はそれよりも
はるかに辛いです。まるでガザにいるような気持ちです。
私たち家族は恐怖に怯え、3月5日に着の身着のままで
逃げました。
　ストレスと戦争への恐怖で、涙が止まりません。戦争、
貧困、不安定な状況のせいで、とても神経質になり、誰に
対しても怒鳴り散らしてしまいます。私たちはいつになっ
たら安全に暮らせるようになるのでしょうか。シリアで暮
らしていたキャンプは完全に破壊されてしまったので、シ
リアに戻ることもできません。支援のおかげで当面の食
料は確保することができましたが、家賃を支払うことで
精一杯です。状況が落ち着くのか、私たちが戻れるのか
どうかも分かりません。この国に平和が訪れ、私たちが早
く戻れるように祈っています。」

（パレスチナ人シリア難民女性の声）

7サラーム  No.135 ［2026.7.10］

レバノン空爆下の体験
2月28日に米国とイスラエルが突然、イラン攻撃を開始し、
3月2日には、イスラエルがレバノンへの攻撃を開始しました。
首都ベイルートに住んでいる30代の女性Nさんに、
3月以降の経験を聞きました。

支援を受けた人の声
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